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新機能/変更点の
ご紹介
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トピックス
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機能 概要

解析機能
• 磁界解析 トルク計算
• 反力計算機能

• 磁場解析のインピーダンス

メッシャ • ポートメッシュの最適化（電磁波解析）

プリ・ポストプロセッサ

• 多角錐プリミティブの追加
• 多角形プリミティブの追加
• 角度指定の円弧プリミティブの追加
• 円弧プリミティブの改良
• 拡大縮小機能の改良
• 選択切り替え機能の改良
• スナップ機能の改良
• 境界条件名などの自動生成
• フィルタリングツールバーの追加
• 任意作図平面変更方法の改良
• 動作速度向上

• グラフ用データファイルの出力
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解析機能 – 磁界解析 トルク計算

3

モーターのトルク（瞬時値）の解析事例

磁界解析タブで[トルクの計算を行う] をチェックすることで電磁力により発生する
トルクが計算できるようになりました。
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解析機能 –反力計算機能
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応力解析（静解析）において、
変位固定境界条件において発生する反力
の計算出力機能を追加しました。

右の結果より、変位固定境界条件（FIX)に
おいてZ軸＋方向に約446[N]の反力が発生
していることが分かります。

モデル図
解析結果 変形図

出力ウィンドウ上の計算結果

反力

変位固定境界条件における反力計算結果を出力する機能を追加しました。
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解析機能 –磁場解析のインピーダンス

高周波でのインピーダンスの精度を改善しました。

電流 ＩＮ

OUT

Ver7.1.1では、高周波領域で誤差が大きくなりますが、
Ver7.2.0では、精度が向上しています。

ヘリカルコイルの抵抗の周波数特性
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電磁波解析
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メッシャ -

ポートメッシュの最適化（電磁波解析）

改良前 改良後

アダプティブメッシュの初期メッシュで、ポートのメッシュを最適化するようにしました。

電界の強い部分のメッシュ
が細かくなり、ポートにおけ
る電磁界の解析精度が向
上します。

ポート

電極

電界の集中
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プリポストプロセッサ –

多角錐プリミティブの追加
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一つのコマンドで多角錐を作成できるようになりました。

上面の半径を0にすると上記のような
多角錐が作成できます。

底面の半径、
高さ、
上面の半径、
角数の順に設定し
多角錐を作成します。

従来は底面を作成し
引き延ばすという手順
が必要でした。

改良前 改良後
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プリポストプロセッサ –

多角形プリミティブの追加
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一つのコマンドで多角形が作成できるようになりました。

以下のように頂点を順次選択することで
多角形が作成できるようになりました。

従来は直線で多角形を構成し
WireBody→SheetBodyの変換を行う必要があり
ました。

改良前

改良後
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プリポストプロセッサ –

角度指定の円弧プリミティブの追加
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角度を指定して円弧を作成するコマンドを追加しました。

始点

角度

角度

始点

角度が正のとき
反時計回りに円弧を作成

角度が負のとき
時計回りに円弧を作成

※作業平面の主軸は
垂直に手前方向を向いています。
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プリポストプロセッサ –

円弧プリミティブの改良
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中心指定の円弧プリミティブにおいて、従来は反時計回りにのみ円弧が作成
できましたが、時計回りにも作成できるように改良しました。

改良前 改良後

始点

始点

始点

※作業平面の主軸は
垂直に手前方向を向いています。
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プリポストプロセッサ –拡大縮小機能の改良
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モデルを拡大縮小する際に、従来は画面の中央を中心に拡大縮小していましたが、
マウスカーソル位置を中心として拡大縮小するように改良しました。

マウスカーソル位置を中心に拡大するので、
着目点を拡大する操作が簡単になりました。

拡大

カーソル位置 カーソル位置

従来は画面の中央を中心に
拡大縮小していました。

マウスカーソル位置を中心として
拡大縮小するように改良されました。

改良前

改良後
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プリポストプロセッサ –

選択切り替え機能の改良
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改良前 改良後

選択対象の切り替え方法を変更し、より分かりやすく直感的な操作が
可能となりました。

文字表示にする事で、
機能の存在に気付きやすくなりました。
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プリポストプロセッサ –スナップ機能の改良
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改良前 改良後

マウスカーソルに一番近い候補をスナップするように変更しました。
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プリ・ポストプロセッサ –

境界条件名などの自動生成

改良前 改良後

境界条件名、Body属性名、材料名が自動生成されるようになりました。

入出力ポートダイアログ

表示時に自動生成される
ポート名を日本語化

境界条件ダイアログ表示
時に、境界条件名を自動
生成

Body属性/材料定数ダイ
アログ表示時に、Body属
性名と材料名を自動生成
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プリ・ポストプロセッサ –

フィルタリングツールバーの追加
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Bodyツリー、Attributeツリー、Historyツリーに、表示内容の切り替えができる
フィルタリングツールバーを追加しました。

Bodyツリー、Attributeツリー Historyツリー

指定した形状のBodyの
データのみを表示する。

指定したBodyキーを持つ
ボディの履歴のみを表示する。
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プリ・ポストプロセッサ –

任意作図平面変更方法の改良
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点を3つ選択した状態で、作図平面の変更をおこなう場合に、
原点、主軸、副軸を自動入力するようにしました。

完了3点選択

3点選択の
場合

作図平面の
変遷

自動入力項目：
原点→1番目の点
副軸→1番目と2番目の点を結ぶベクトル
主軸→1番目と2番目を結ぶベクトルと、1番目と3番目を結ぶベクトルとの外積
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プリ・ポストプロセッサ –動作速度向上
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プロジェクトツリーの更新処理の改良により、Femtetの動作速度が向上しました。

ファイルサイズ：26M

ボディ総数：352個

テストモデル

Femtet Ver7.1.0 Femtet Ver7.2.0 速度比(注)

モデルオープン 51秒 37秒 1.37倍

再描画実行 480秒 34秒 14.12倍

旧バージョンとの比較

（注）モデルの規模による

・変数ツリー編集時
・Bodyツリーの履歴編集時
・履歴編集反映時
・履歴編集内容破棄時
・全コマンド再実行時
・DXFインポート時
・再描画メニュー実行時

動作速度の向上した処理
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プリ・ポストプロセッサ –

グラフ用データファイルの出力

グラフ用のデータファイルが出力できるようになりました。

複数のグラフデータを重ねて表示すること
ができるようになります。

詳しくは、Femtetヘルプの[FAQ]-

[Q5. 複数の計算結果グラフを重ねて表示したい]

をご参照ください。


